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家庭と連携した発達障害のある子どもの
キャリア発達支援の課題と今後の展望

：家庭向けキャリア教育の手引きの作成過程から
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■発達障害のある人の就労問題として、現状では、一般雇用での挫折を経て

障害者雇用につながる流れがある。この背景として、特別支援教育体制は整備

されてきたものの、障害特性を踏まえたキャリア発達支援は途上段階にあり、

職業準備性やこれに対する自己理解（障害特性の理解含む）の不足のまま、

キャリア選択に至る状況がある（榎本ら,2023）

■他方、本人の課題と共に指摘されているのが、家庭との連携に関する課題

である（榎本ら,2018）。この背景には、職業準備性の土台となる、家庭での

生活面の支援の不足や、わが子が障害者雇用を選択することへの親の抵抗

感があると考えられる。

背景 と 目的

■今後は、保護者が、①家庭生活における「今」の学びが「将来」の就労にどう

つながるかを理解した上で、②家庭生活の中で、就労準備につながる視点を

意識したり、③就労する上でのわが子の障害特性や必要となる配慮を、段階

的に理解できたりするような学びの機会が重要となると考える。そして、

家庭の中で、本人・保護者にとって無理のない形で、少しずつ、就労を見据え

た家庭教育に取り組んでいくことが望まれる。
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■こうした問題意識のもと、我々は、発達障害のある子どもの就労を見据え、

学齢期から家庭で取り組めるキャリア発達支援プログラム（学校や放課後等

デイサービスの支援のもと、家庭で無理なく取り組んでいくための手引き。

以下、「手引き」とする）の作成を進めている。

■また、そうした取組を、本人の支援に関わる学校や福祉（放課後等デイサービ

ス）が連携し支えていくことが期待される。

■キャリア発達とは、「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き

方を実現していく過程」をいい、よりよい人生を送る上で重要となる概念で

ある。自分らしい生き方の実現に向けては、多角的な「自己理解」が、また、

社会の中で役割を果たす上では、「就労に向けた基本的な力（自立に必要な

力を含む）」を身に付けることが必要となるであろう。

■本発表では、手引きの作成を通じたこれまでの成果を報告するとともに、

冊子の作成過程で見えてきた家庭におけるキャリア発達支援の課題と展望を

報告する。
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手続き

■手引きの作成は、表１のプロセスで進めた（現在は(４)を、(２)(３)の内容の確

認・見直しを行いつつ実施）。

＊本研究は、発達障害のある人の就労やキャリア教育について知識を有する研究者との

協議を行いつつ、発達障害当事者の保護者が中心となり進めた。

ステップ 内容

（１）文献研究 発達障害のある人の就労上の問題や、就労に向けた家庭教育

に関する文献の整理

（２）就労を見据え

育みたい力の整理

就労に向け必要となる力をキャリア教育の視点から整理した

後、家庭生活で育みたい力を、学校段階別に整理

（３）家庭教育内容

の検討

（２）の内容を家庭で育むための「お手伝い」や「生活習慣」等

の内容の検討

（４）家庭教育用

「手引き」の作成

（３）の内容を分かりやすく、また、無理のない形で取り組める

ようにするための手引き内容の検討及び、作成作業

表１ 手引きの作成の流れ
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これまでの成果
表１の手引きの作成の流れのうち、(３)(４)に焦点をあて報告する。

＊（１）（２）の概要は、抄録参照。

■「自立生活サポートチェック表Ⅰ・Ⅱ」（東京LD親の会,2017;2018）等を

参考とし、学校段階で特に重要となる家庭教育内容を検討し、就労を見据え

育みたい力を育むための「お手伝い」や「生活習慣形成」等の内容を整理した。

（３）就労を見据えた家庭教育内容

■現在までに、以下の内容を設定している。

お手伝い

「簡単な調理をする」「掃除をする」「時間管理を行う」「部屋の片付け・

管理を行う」「洗濯をする」「買い物をする」「計画立案する」「ごみの分

別・リサイクルを行う」

生活習慣 「生活で自立を意識する」

家庭での

キャリア発達

を促す取組

「かかわる力」「自分を見つめる力」「やりきる力」「かなえる力」

＊キャリア教育の「基礎的・汎用的能力」を参考とし、かかわる力は「人間関係形成・社会形
成能力」、自分を見つける力は「自己理解・自己管理能力」、やりきる力は「課題対応能力」、
かなえる力は「キャリアプランニング能力」を想定している。
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（４）手引きの作成方針

■就労の土台となるのは、職業生活を支える生活面の力であり、こうした力を

段階的かつ自然な形で育むことができるのが家庭である。

また、家庭は、家族との対話を通じて、自分らしい生き方について考えるきっ

かけを提供することもできる。

■手引きの作成にあたっては、「専門的な知識を持たない保護者であっても、

わが子の特性に寄り添いながら、日々の家庭生活でのかかわりを工夫したり、

より丁寧に取り組んだりすることで、就労に向けた基本的な力を少しずつ、

無理のない形で育んでいくことができる」よう、そのためのヒントを提供でき

るものを目指した。
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■対 象

働くことができる可能性を持ちつつも、障害特性による生きづらさを抱えて

いる小学校低学年から高校生までの子どもの保護者とした。

■内 容

手引きの作成の流れ（３）のお手伝いの内容を、簡潔かつできるだけ分かりや

く説明するとともに、その内容が就労に向けてどのように役立つか見通しが

持てる形とした。

また、発達段階別の指導や、学校や放課後等デイサービスとの連携のポイント

を示した。

保護者が、手引きから、わが子の発達の状況や成長に合わせて必要な内容を

判断・選定することで、無理のない成長を望むことができると考える。

■作成した手引きの一例を示す。
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今後の課題 と 展望

■昨今の家庭事情として、共働き、少子化、核家族化、地域とのつながりの希薄さなど

が挙げられる。保護者が地域の中で子育てを学ぶ機会も少なくなっている。こうした

中、家庭教育に取り組みにくい保護者に対するアプローチの検討が必要である。

他方、子どもの療育に熱心で、過度に家庭教育に取り組んでしまいやすい保護者への

アプローチも課題である。家庭において、療育の視点でお手伝いの

ねらいを掲げ、厳しく指導してしまうと、子どもの意欲の低下や、ストレスに

つながってしまうことが懸念される。

■発達障害のある人にとって、生活面をはじめとした就労に向けた基本的な力の向上

を図るためには、子どもの頃からの様々な体験が重要になると考える。そのためには、

本人を取り巻く、理解ある身近な大人の協力があることが望ましい。

家庭教育は母親が中心になりがちであるが、休日を利用した父親の参加を促すこと

で、母親の心身の負担の軽減となるだけでなく、より広い視野で子どもが持つ力や課

題に気が付くことにもつながるであろう。

また、楽しみながら作業をする時間を作り出せない家庭においては、放課後等デイ

サービス等を利用することで、その役割を担ってもらうことが期待できる。
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